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§１．研究実施体制 

 

（１）「NII」グループ（国立情報学研究所） 

① 研究開発代表者：石川 冬樹 （国立情報学研究所 アーキテクチャ科学研究系、准教授） 

② 研究項目 

・ 深層学習修正技術の検討 

・ 自動運転における認知 AIへの深層学習調整・修正技術の応用 

・ 自動運転における認知 AIの安全性ベンチマークの策定 

 

（２）「科学大」グループ（東京科学大学） 

① 研究開発代表者：鈴木 賢治 （東京科学大学 総合研究院 未来産業技術研究所、 

教授） 

② 研究項目 

・ 少数データ学習可能な深層学習モデルの検討 

・ 少数データモデルの診断支援 AIへの応用 

 

（３）「北大」グループ（北海道大学） 

① 研究開発代表者：松原 崇 （北海道大学 大学院情報科学研究院、教授） 

② 研究項目 

・ 構造を扱う深層学習モデルの検討 

 

（４）「九大」グループ（九州大学） 

① 研究開発代表者：趙 建軍（九州大学 システム情報科学研究院、教授） 

② 研究項目 

・ 深層学習修正技術の検討 

・ 自動運転における認知 AIへの深層学習修正技術の応用 

 

（５）「東大」グループ（東京大学） 

① 研究開発代表者：馬 雷（東京大学 情報理工学系研究科 情報科学科、准教授） 

② 研究項目 

・ 深層学習修正技術の検討 

・ 自動運転における認知 AIへの深層学習修正技術の応用 

 

（６）「早大」グループ（早稲田大学） 

① 研究開発代表者：鷲崎 弘宜 （早稲田大学 基幹理工学部情報理工学科、教授） 

② 研究項目 
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・ 高信頼な機械学習応用システムのためのモデリング・分析技術の検討 

・ 高信頼な機械学習応用システムのためのフレームワークの検討 

 

（７）「国立がん研究センター」グループ（国立がん研究センター） 

① 研究開発代表者：三宅 基隆 （国立がん研究センター中央病院 放射線診断科、医長） 

② 研究項目 

・ 医療診断 AIのためのデータ収集・整備 

 

（８）「慶大」グループ（慶應義塾大学） 

① 研究開発代表者：陣崎 雅弘 （慶應義塾大学 医学部放射線科（診断）、教授） 

② 研究項目 

・ 医療診断 AIのためのデータ収集・整備 

 

§２．研究開発成果の概要 

 

機械学習技術、特に深層学習技術を用いた AI の実用化が盛んに追求されているが、その品

質、特に安全性や信頼性に対して大きな懸念がある。本研究開発課題では “Engineerable AI 

(eAI)” というビジョンを提唱し、AI システムの開発・品質保証・運用を安定化・効率化することで、

その高度化および実用化を大きく加速させることを目標としている。具体的には、大量データへの

依存性および性能の制御困難性によりドメイン・システム固有の要件への対応が難しいという課題

に対し、AI 構築のための知識融合型深層学習技術、AI 性能の調整・修正のための深層学習自

動デバッグ技術の二つを軸とした研究開発を行った。さらに、医療・交通の二分野における重要な

課題に取り組むことにより、これら技術の POC（Proof-of-Concept、概念実証）を行った。医療

POC においては、非専門医や従来 AI にとって検出が難しい病変に強い診断支援について、交

通 POCにおいては、膨大な状況を扱う先端運転機能に対する安全性論証について、それぞれ実

証に取り組んだ。以上の成果として、まず、要求やリスクを分析し、AI の構築や更新を適切に行う

ための技術群を含むフレームワークが得られた。医療 POCにおいては、２大がんの希な非典型病

変の検出において、従来 AIの見落としを 50%以上削減することができた。交通 POCにおいては、

運転シーンにおける異なる種別の誤分類を評価する 16 個の指標について、必要な制約を満たし

つつ半数以上の指標を向上する性能の調整・修正能力を示すことで、安全性に対するアライメント

プロセスを実証することができた。以上の成果により、対象ドメイン・システムの要求・リスクを系統

的・包括的に分析し、それに対応する個々の「信頼できるAIシステム」を仕立て上げる工学技術の

基盤を確立することができた。 
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